
（別紙３）

～ 2025年　10月20日

（対象者数） 39人 （回答者数） 25人

～ 2025年　11月14日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在も行っているが、子どもたちの悩みや年齢、発達段階に

応じて、一番効果的なグループでの小集団を構成し、支援を

行っていく。また、個別では例に挙げるとお箸のトレーニン

グや識字、数字など、一人一人に丁寧に関わったほうがより

伸びる分野に注力し支援を行っていく。

2

職員間で頻繁に意見交換や反省を共有しあい、職員の個々も

研修等を通じて力を高め、支援プログラムの内容をブラッ

シュアップしていく。

3

引き続き、子どもたちと保護者の方々にとって、心から安心

して頼っていただける施設となれるよう、日々の支援一つ一

つに丁寧に対応していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後は自施設での研修会なども考えていく

2

3

○事業所名 てんから～ず

○保護者評価実施期間
2025年　１０月６日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　11月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の交流会や勉強会が実施できていない点 外部での勉強の機会を作るための案内はできているものの、自

施設での実施までは行えていない

小集団での支援、個別での支援を共に取り入れている 子どもたちが現在も通園中の施設や、何より就学後の大きな集

団生活で困りごとがなく過ごせることを目標とし、小集団での

支援を中心に置いたうえで、より細やかな支援を必要とする場

面では個別を取り入れるなど、子ども一人一人に応じたカリ

キュラムを取り入れているところ。

支援プログラム内容の濃密さ 季節や年齢・発達段階に合わせて、どのような取り組みをすれ

ば子どもたちにとって必要な力を伸ばせるのかを、職員間で意

見を出し合い、毎月様々なテーマ題を作り支援プログラムを作

成している。

子どもと保護者の方一人ひとりを大切にしている 子どもたちの個性や気持ちを大切にし、一人ひとりを誰かと比

べてではなく、以前のその子自身と比べ成長したことを褒め、

自己肯定感を高めながら支援することを大切にしている。ま

た、保護者の方が孤独にならないよう、悩みや不安な気持ちに

寄り添った支援をさせて頂いている。

事業所における自己評価総括表公表


